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藪蘭筆。蕪村郷愁、蕪村感傷旅⾏。
丸⻲蕪村寺の庭、蘇鉄の後ろに群⽣していたのを偲んで。



狗尾草筆。⾼松菊池寛通りの⼀茎。蕪村像の杖に頂く。
明和三年蕪村、讃岐⾼松に上陸滞在。寒⼭拾得図描く。



プラタナス筆。丸⻲駅前の落葉を⼟産に拾った。
⼀ところ⽩く残すと叭叭⿃（ハッカチョウ）の如し。



蘇鉄筆。讃岐の旅から帰って、⼤きな蘇鉄林に出会った。
拝観叶わなかった蕪村の蘇鉄図はこんなだと踊ってくれるふうら。
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│
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光
が
⼀
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牡丹筆。牡丹は蕪村に教えてもらった花。
句は⾦沢犀川⼤桑村の牡丹を詠んだもの。



牡丹筆。2017年1⽉22⽇�（旧暦12⽉25⽇）。
蕪村を偲んで牡丹で描いたら、どことなく蕪村に似た？



梅筆。2019年1⽉30⽇�（旧暦12⽉25⽇）。
蕪村散歩すれば、馴染みの⽩梅が剪定されていた。その枝で。



棕櫚筆。
棕櫚も叭叭⿃も蕪村ゆかりの友。
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